














　There is “home learning notebook” in one of the tools for children to learn at home. As a review of the class of the 
mathematics of the school, writing the home learning notebook of three steps of constitution of “problem setting”, “record 
of the learning” and “elf-evaluation” continuously bring up the logical intellectual power and academic achievement of 
mathematics by the children.
　This study considers the effect by writing the home learning notebook of three steps of constitution of “problem 
setting”, “record of the learning” and “self-evaluation” continuously in the mathematics educations.　Therefore, I compare 
the state of the change of the correct answer rate of mathematics by children who continued home learning note for three 
years and by children who do not continue it. Further, I investigate state to transform of children who continued home 
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Ａ群上位５名 Ｂ群上位５名 Ａ群中位６名 Ｂ群中位６名 Ａ群下位５名 Ｂ群下位５名
正答率(％) 正答率(％) 正答率(％) 正答率(％) 正答率(％) 正答率(％)
９２ ９２ ７９ ７９ ６６ ６５
９０ ９０ ７８ ７７ ６４ ６４
８４ ８６ ７７ ７６ ６４ ６１
８４ ８２ ７０ ７２ ５３ ５３
８３ ８２ ７０ ７０ ３６ ４０
６８ ６９





















学　　年 第１学年 第２学年 第３学年
学　　期 1学期 2学期 3学期 1学期 2学期 ３学期 1学期 2学期 3学期




Ａ群 72.4 63.9 67.8 70.1 78.6 69.9 92.3 75.0 75.3 76.3 81.4 85.5
Ｂ群 72.4 54.3 59.6 52.4 60.2 51.7 83.1 56.4 48.6 47.3 59.8 64.6
Ａ－Ｂ ±0 +9.6 +8.2 +17.7 +18.4 +18.2 +9.2 +18.6 +26.7 +29.0 +20.6 +20.9
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12



















学年 第１学年 第２学年 第３学年
学期 1学期 2学期 3学期 1学期 2学期 ３学期 1学期 2学期 3学期




Ａ群 86.6 82.6 82.8 79.4 95.8 86.8 97.4 83.8 87.0 87.2 89.8 90.2
Ｂ群 86.4 73.4 76.0 60.4 72.8 66.4 90.8 70.6 62.0 66.8 73.8 76.0




Ａ群 73.7 62.7 70.0 75.8 77.3 70.7 97.2 73.7 79.2 79.2 89.8 87.7
Ｂ群 73.8 50.5 55.3 52.5 66.5 51.3 79.5 53.5 43.5 36.8 49.7 56.8




Ａ群 56.6 46.6 50.0 53.8 62.8 52.2 81.4 67.8 58.8 62.0 62.8 78.2
Ｂ群 56.6 39.8 48.2 44.4 40.0 37.4 79.6 45.8 41.4 40.2 57.8 62.4
Ａ－Ｂ ±0 +6.8 +1.8 +9.4 +22.8 +14.8 +1.8 +22.0 +17.4 +21.8 +5.0 +15.8
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中学校数学教育における家庭学習ノートの継続による効果についての研究
Ⅳ　考察と今後の課題
１．考察
（1） 「課題設定」「学習の記録」「ふり返り・評価」の３段構成で書く家庭学習ノートの継続により，数学の学力のボトムアッ　
プを図ることができる。
　まず，Ａ群（継続群）１６名とＢ群（不継続群）１６名の比較において，どちらも第１学年のはじめには７２.４ポ
イントという同じであった正答率が，時間の経過とともに両者の差は少しずつ開き，３年後には正答率が約２０ポイン
ト，Ａ群がＢ群を上回っている。しかも，３年間でＡ群がＢ群を下回ることは１度もなかった。よって，「課題設定」「学
習の記録」「ふり返り・評価」について書く家庭学習ノートの継続は，明らかに数学の学力向上に結びついていると言
える。
　次に，第１学年６月の正答率の上位・中位・下位ごとの比較では，３年後には上位が１４.２ポイント，中位が
３０．９ポイント，下位が１５.８ポイント，Ａ群がＢ群を上回っている。しかも，上位・中位・下位とも３年間でＡ群
がＢ群を下回ることは１度もなかった。よって，「課題設定」「学習の記録」「ふり返り・評価」について書く家庭学習ノー
トの継続は，第１学年の数学の正答率の上位・中位・下位にかかわらず，数学の学力向上に結びついていると言える。
　そして，全体の比較では，中位Ａ群と下位Ａ群の３年間での定期試験の正答率の上昇ぶりが目立つところである。ま
ず，第１学年のはじめに上位Ａ群との差が約１３ポイントあった中位Ａ群は少しずつ差を縮め，第２学年の１１月には
差が０.２ポイントまで縮まり，第３学年の１１月には全く同じ正答率となったのである。最終的には２.８ポイントの
差となっているが，中位Ａ群は上位Ａ群との差を３年間で約１０ポイント縮めている。また，第１学年のはじめに上位
Ａ群との差が３０ポイントあった下位Ａ群も少しずつ差を縮め，最終的には１２ポイントの差となり，下位Ａ群は上位
Ａ群との差を３年間で約１８ポイント縮めている。第１学年の６月の定期試験と第３学年の２月の定期試験とは難易度
も問題内容も異なるので単純比較はできないが，第１学年６月の学年全体の平均正答率が７６.５ポイント，第３学年
２月の定期試験の平均正答率が７６.２ポイントとほぼ同じであったことを加味すると，上位Ａ群の数学の学力向上は
もちろんのこと，中位Ａ群・下位Ａ群とも著しく上昇していることが分かる。
　以上のことから，「課題設定」「学習の記録」「ふり返り・評価」について書く家庭学習ノートを継続することにより，
どの学力層についても学力の向上を図ることができるとともに，中位・下位だった子どもが上位だった子どもに正答率
が近づき，学力のボトムアップを図ることができると言えよう。
 （2） 「課題設定」「学習の記録」「ふり返り・評価」の３段構成で書く家庭学習ノートの継続の効果は，約１年程度から
表れる。
　まず，第１学年６月に上位Ｂ群に比べて約１３ポイント正答率が下回っていた中位Ａ群は，第１学年の２月に上位Ｂ
群を初めて上回り，その後は上位Ｂ群を下回ることはなかった。そして，中位Ｂ群に比べて約１７ポイント正答率が下
回っていた下位Ａ群は，同じく第１学年の２月に中位Ｂ群を初めて上回り最終的には上位Ｂ群を上回るまでになった。
すなわち，「課題設定」「学習の記録」「ふり返り・評価」について書く家庭学習ノートが，数学の学力に効果を表すの
は継続から約１年後，回数にして約７０～８０回程度書いた頃であると言える。「課題設定」「学習の記録」「ふり返り・
評価」について書く家庭学習ノートに取り組んだ場合，最低でも１年間は継続することが大切であると言えよう。
（3） 「課題設定」「学習の記録」「ふり返り・評価」の３段構成で書く家庭学習ノートの継続により，学習内容への理解
が高まり，子どもが自他共に学習内容が明確な表現をするようになる。
　「Ａ１」は第１学年の７月においても第２学年の２月においても，何が学習内容であるのかを自他共に分かるように
家庭学習ノートを書いている。一方で，「Ａ２」と「Ａ３」は第１学年の７月には何が学習内容なのかが不明瞭であっ
たのが，第２学年の２月には何が学習内容なのかを明確にして書いている。つまり，「課題設定」「学習の記録」「ふり
返り・評価」について書く家庭学習ノートの継続により，子どもは家庭学習ノートに学習内容を自他共に分かるように
書くようになるのである。当然，子ども自身が学習内容を理解していなければ，学習内容を自他共に分かるように書く
ことはできない。よって，「課題設定」「学習の記録」「ふり返り・評価」について書く家庭学習ノートの継続により，
子どもが学習内容を理解するようになっていると言える。家庭学習ノートを通して，自分が何を学習したのかを日々客
観的に見つめることで，子どもは少しずつ理解力を高め，それが数学の学力形成へと結びついていると言えよう。
２．今後の課題
　本研究は，中学校数学教育において「課題設定」「学習の記録」「ふり返り・評価」について書く家庭学習ノートを実
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践し継続することによって表れる効果について追究し考察したものである。そのために，ある中学校において「課題設定」
「学習の記録」「ふり返り・評価」について書く家庭学習ノートを実践し考察しているが，このような家庭学習ノートを
数学教育において実践している中学校は非常に少ないのが実態である。よって，今後は「課題設定」「学習の記録」「ふ
り返り・評価」について書く家庭学習ノートのよさや効果が，一人でも多くの中学校数学教育を実践する現職教員に認
められ，継続的に実践されていくことが大きな課題である。また，近年，小中一貫教育の重要さが提言されることを考
慮すると，小学校算数教育における効果について探ることも今後の課題であると考える。
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